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氏
名
、
住
所
、
生
年
月
日
、

性
別
と
い
っ
た
基
本
的
な

情
報
と
個
人
の
社
会
保
障
、

税
、
災
害
対
策
に
必
要
な

分
野
の
情
報
と
が
紐
付
け

ら
れ
、
行
政
手
続
き
で
利

活
用
さ
れ
ま
す
。

　

９
月
３
日
、
改
正
ナ
ン

バ
ー
法
が
成
立
し
、
正
式

に
当
面
の
活
用
策
や
日
程

が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
は
、

国
民
一
人
ひ
と
り
に
割
り

振
ら
れ
る
12
桁
の
番
号
で
、

　

８
月
９
日
。
記
録
的
猛
暑
の
な
か
、
山
口
市
の
「
や
ま
ぐ
ち
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

パ
ー
ク
」
で
第
49
回
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
と
第
37
回
ト
リ
ム
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
を
開
催
。
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
青
年
の
部
は
３
年
ぶ
り
に
小
野
田
支
部
、
壮
年
の

部
は
８
年
ぶ
り
に
吉
南
支
部
が
優
勝
。
ト
リ
ム
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
、
昨
年
度
準

優
勝
の
小
野
田
支
部
が
栄
冠
に
輝
き
ま
し
た
。ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
で
は
、連
合
チ
ー

ム
の
参
加
を
認
め
、
楽
し
く
ス
ポ
ー
ツ
で
仲
間
の
親
睦
を
は
か
り
ま
し
た
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が
ス
タ
ー
ト

「
通
知
カ
ー
ド
」
は
大
切
に
保
管
を

来年１月
利用開始

　

来
年
１
月
か
ら
の
利
用

開
始
を
前
に
、
今
年
10
月

か
ら
順
次
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
が
記
さ
れ
た
「
通
知

カ
ー
ド
」
と
返
信
用
封
筒
、

説
明
書
類
が
セ
ッ
ト
に

な
っ
て
簡
易
書
留
で
送
ら

れ
て
き
ま
す
。

　

10
月
５
日
時
点
の
住
民

票
に
記
載
さ
れ
て
い
る
住

所
に
世
帯
ご
と
に
郵
送
さ

れ
、
住
ん
で
い
る
場
所
と

住
民
票
の
住
所
が
違
う
と
、

通
知
カ
ー
ド
は
転
送
さ
れ

　

各
支
部
の
旗
が
は
た
め

く
な
か
の
開
会
。
青
年
の

部
で
一
番
く
じ
の
徳
山
支

部
の
井
町
青
年
部
長
が
力

強
く
選
手
宣
誓
。

　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
は
、

青
年
の
部
10
チ
ー
ム
、
壮
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■
増
改
築
相
談
員
新
規

　

及
び
更
新
研
修
会

○
新
規
研
修
会

【
日
時
及
び
時
間
】

　

11
月
９
日
㈪
〜
11
月

10
日
㈫
（
両
日
と
も
10
時

か
ら
）

○
更
新
研
修
会

【
日
時
及
び
時
間
】

　

11
月
10
日
㈫
（
10
時

か
ら
）

【
場
所
】
建
設
山
口
会
館

【
受
講
料
】
新
規
・
２
万

５
千
円
・
更
新
・
１
万

６
５
０
０
円
（
詳
細
は

支
部
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
）

ず
、市
町
村
に
戻
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
そ
の
場
合
は
、

役
所
の
窓
口
に
取
り
に

行
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

年
の
部
３
チ
ー
ム
の
合

計
13
チ
ー
ム
が
参
加
。
熱

戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

青
年
の
部
の
決
勝
戦

は
、
圧
倒
的
な
打
撃
力
で

勝
ち
あ
が
っ
た
小
野
田

支
部
と
接
戦
を
も
の
に

　

こ
の
番
号
は
、生
涯
を

通
じ
て
同
じ
番
号
を
使
う

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

「
通
知
カ
ー
ド
」は
必
ず
大

切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

来
年
１
月
か
ら
は
、
社

会
保
障
・
税
・
災
害
対
策

の
分
野
の
各
種
手
続
き
に

し
て
き
た
昨
年
度
優
勝
の

下
松
支
部
の
対
戦
。

　

結
果
は
、
打
線
が
つ
な

が
っ
た
小
野
田
支
部
が
10

対
５
で
競
り
勝
ち
優
勝
。

　

壮
年
の
部
は
、
参
加

チ
ー
ム
が
少
な
か
っ
た
た

め
、
総
当
り
で
の
リ
ー
グ

戦
と
な
り
ま
し
た
。

　

投
打
の
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
吉
南
支
部
が
、
接
戦

を
も
の
に
し
て
優
勝
に
輝

き
ま
し
た
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
が

必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

私
た
ち
の
組
合
の
関
係
で

は
、
建
設
国
保
（
中
建
国

保
）
の
各
種
手
続
き
、
雇

用
保
険
の
各
種
手
続
き
、

年
金
で
は
健
保
適
用
除
外

制
度
の
手
続
き
等
で
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
の
記
載
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　

組
合
と
し
て
の
対
応

は
、
詳
細
が
決
ま
り
し

だ
い
、
お
入
り
の
支
部

等
か
ら
ご
連
絡
い
た
し

ま
す
。

　

ト
リ
ム
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
は
、
主
婦
の
会
の
部

4
チ
ー
ム
、
混
合
の
部
は

7
チ
ー
ム
が
出
場
。
主
婦

の
会
の
部
は
、
総
当
り
の

リ
ー
グ
戦
、
混
合
の
部
は

予
選
リ
ー
グ
の
後
、
優
勝

戦
を
行
い
ま
し
た
。

　

結
果
は
、
主
婦
の
会
の

部
は
、
全
勝
の
小
野
田
支

部
が
優
勝
、
準
優
勝
は
吉

南
支
部
で
し
た
が
、
参
加

チ
ー
ム
減
少
に
課
題
が
残

り
ま
し
た
。
混
合
の
部
の

優
勝
は
長
門
支
部
、
準
優

勝
は
吉
南
支
部
で
し
た
。

　

中
建
国
保
加
入
者
の

方
で
、
個
人
事
業
所
か

ら
新
た
に
法
人
事
業
所

を
設
立
さ
れ
た
際
は
、

今
ま
で
加
入
さ
れ
て
い

た
国
民
年
金
か
ら
厚
生

年
金
に
切
り
替
え
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

手
続
き
期
間
は
法
人

設
立
日
か
ら
原
則
５
日

以
内
と
な
り
ま
す
。
短

い
期
間
で
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

５
日
を
超
え
る
と
中

建
国
保
の
資
格
を
失
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

法
人
設
立
の
予
定
が

あ
る
方
は
事
前
に
各
支

部
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
法
人
事
業
所
で

従
業
員
を
新
た
に
雇
う

場
合
も
雇
用
日
か
ら

原
則
５
日
以
内
に
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
元
請
か
ら
の

誤
っ
た
情
報
で
、
半
ば

強
制
的
に
法
人
化
や
協

会
け
ん
ぽ
へ
移
行
さ
れ

た
事
例
が
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
が
、「
適
正
に

適
用
除
外
承
認
を
受
け

て
の
中
建
国
保
加
入
は
、

協
会
け
ん
ぽ
加
入
と
同

等
の
扱
い
」
と
な
り
ま

す
。
元
請
な
ど
か
ら
強

要
さ
れ
た
場
合
に
は
、

本
部
も
し
く
は
、
お
入

り
の
支
部
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

各支部の旗を先頭に開会式

第49回ソフトボール大会

法人設立の前に
組合へご連絡を

打撃力で優勝を勝ち取った小野田チーム

投打のバランスが取れた吉南チーム

チームワークで見事にＶ

小
野
田

吉
　
南

青
年
の
部

壮
年
の
部

 

“
記
録
的
猛
暑
”の
な
か

　
　
　 

ス
ポ
ー
ツ
で
仲
間
づ
く
り

主婦の会トリム

  

小
野
田
が
全
勝
優
勝

　
　

チ
ー
ム
減
少
に
課
題
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む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

建
設
山
口
は
、
過
去
の

全
国
大
会
に
お
い
て
、
輝

か
し
い
実
績
を
残
し
て
い

　

原
爆
投
下
で
犠
牲
と

な
っ
た
建
設
労
働
者
・

職
人
の
御
霊
へ
の
慰
霊

祭
が
、８
月
５
日
に
広
島
、

生
労
働
省
（
年
金
事
務
所

や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）
に
通

報
さ
れ
、
再
度
の
加
入
指

導
に
従
わ
な
い
場
合
は
強

制
的
に
加
入
手
続
き
が
行

わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

国
土
交
通
省
は
、
こ
の

通
報
時
期
を
早
め
、
全
て

の
未
加
入
業
者
の
通
報
を

平
成
29
年
度
に
完
了
さ
せ

た
い
意
向
で
、
加
入
指
導

と
通
報
の
「
前
倒
し
」
に

踏
み
切
っ
た
も
の
で
す
。

　

許
可
業
者
の
中
か
ら
、

平
成
28
年
１
月
以
降
に
許

可
更
新
を
迎
え
る
社
会
保

険
未
加
入
業
者
を
抽
出
し

て
加
入
を
指
導
す
る
文
書

（
通
知
）
を
今
秋
に
も
送

付
し
ま
す
。
な
お
、
個
人

事
業
者
や
既
に
指
導
に

入
っ
て
い
る
業
者
は
除
外

さ
れ
ま
す
。

　

国
は
、
建
設
業
で
働
く

若
年
技
能
工
の
減
少
に
危

機
感
を
持
ち
、
建
設
産
業

の
危
機
打
開
と
人
材
育
成

と
い
う
大
き
な
課
題
を

「
社
会
保
険
未
加
入
問
題
」

と
し
て
と
ら
え
、対
策
を
講

じ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に

は
、
公
共
工
事
へ
の
参
加

や
建
設
業
許
可
申
請
時
の

ほ
か
、
下
請
に
未
加
入
事

業
所
を
使
用
し
な
い
よ
う

指
導
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
国
土

交
通
省
は
、
建
設
業
許
可

業
者
に
対
す
る
社
会
保
険

の
加
入
指
導
を
「
前
倒
し
」

し
て
徹
底
す
る
こ
と
を
決

め
ま
し
た
。

　

今
ま
で
は
、
許
可
更
新

時
に
社
会
保
険
未
加
入
で

あ
っ
た
場
合
、
２
回
の
加

入
指
導
を
し
た
後
に
、
厚

　

青
年
部
は
、
８
月
９

日
に
行
わ
れ
た
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
・
ト
リ
ム

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
に

昨
年
に
引
き
続
き
出
店
。

　

今
回
は
猛
暑
が
予

想
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

か
き
氷
と
飲
み
物
の

販
売
に
絞
り
ま
し
た
。

る
と
同
時
に
、
第
１
回
の

開
催
か
ら
連
続
出
場
を
続

け
て
い
ま
す
。
途
切
れ
る

こ
と
な
く
出
場
を
続
け
て 長崎市原爆公園内にある慰霊碑

販売数は昨年の倍以上

建設業許可行政庁による社会保険加入指導の前倒し

金賞獲得の さん

銀賞の谷川さん

　

法
人
事
業
所
な
ど
で
、

厚
生
年
金
適
用
・
健
保
適

用
除
外
承
認
を
受
け
、
中

建
国
保
に
加
入
し
て
い
る

場
合
に
は
、
社
会
保
険
加

入
扱
い
に
な
り
ま
す
が
、

誤
っ
た
指
導
や
情
報
で
、

協
会
け
ん
ぽ
の
加
入
を
勧

め
ら
れ
る
事
例
が
出
て
い

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
社
会
保
険
に
つ
い

て
ご
不
明
な
点
な
ど
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
組
合
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

※
加
入
指
導
と
な
る
社
会

保
険

　

今
回
の
対
象
と
な
る
保

険
は
、「
医
療
保
険
（
中

建
国
保
を
含
む
）」、「
厚

生
年
金
保
険
」、「
雇
用
保

険
」
の
３
つ
の
保
険
加
入

で
す
。

　

８
月
２
日
、
建
設
山
口

本
部
会
館
を
会
場
に
、
建

設
山
口
第
31
回
技
能
競
技

大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
競
技
大
会
は
、
全

建
総
連
の
全
国
大
会
の
予

選
を
兼
ね
て
お
り
、
上
位

入
賞
者
が
全
国
大
会
に
進

８
月
８
日
に
長
崎
で
そ
れ

ぞ
れ
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

建
設
山
口
か
ら
は
、
広

島
へ
の
慰
霊
祭
に
小
林
書

記
長
と
主
婦
の
会
か
ら
宮

崎
竹
子
（
徳
山
）
さ
ん
が

参
加
。
長
崎
へ
の
慰
霊
祭

に
は
、
吉
村
委
員
長
と
主

婦
の
会
か
ら
長
谷
会
長
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

長
崎
の
慰
霊
祭
で
は
、

原
爆
公
園
内
の
慰
霊
碑
前

に
全
国
か
ら
１
７
０
人
が

参
列
。
全
国
53
ヵ
所
の
名

水
を
献
水
さ
れ
、
14
万
７

４
１
３
羽
の
折
鶴
が
献
納

さ
れ
ま
し
た
。
建
設
山
口

か
ら
は
、
主
婦
の
会
で
集

約
し
た
折
鶴
を
献
納
し
、

名
水
百
選
の
ひ
と
つ
で
あ

る
美
祢
市
の
「
別
府
弁
天

池
湧
水
」
を
献
水
し
ま

し
た
。

金
賞
に
初
出
場
の
さ
ん（
豊
浦
）

上
位
２
人
が
全
国
大
会
へ　

   

加入指導が前倒しへ
健保適用除外は社会保険加入扱い
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“技„ 競いあう
第31回 技能競技大会

平
和
へ
の
願
い
込
め

熱
中
症
予
防
の
一
助
に

慰
霊
祭
に
参
列

青年部

当
日
は
予
想
通
り
の
猛

暑
で
、
支
部
単
位
で
の

注
文
を
受
け
付
け
た
こ

と
も
あ
り
、
昨
年
の
倍

以
上
の
販
売
数
と
な
り

ま
し
た
。

　

各
支
部
の
青
年
部
長

が
中
心
と
な
り
、
運
営

に
あ
た
り
、
熱
中
症
予

防
に
一
役
か
う
と
同
時

に
大
会
を
盛
り
上
げ
ま

し
た
。

社
会
保
険

お
ぎ

い
る
県
連
・
組
合
は
、
建

設
山
口
を
含
め
４
県
連
・

組
合
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

課
題
は
「
四
方
転
び
踏

み
台
」。
競
技
時
間
は
６

時
間
で
す
。
は
じ
め
に
現

寸
図
を
作
成
し
、
木
削
り
、

墨
つ
け
、
組
立
て
へ
。
選

手
は
過
ぎ
行
く
時
間
と
闘

い
な
が
ら
の
作
業
と
な
り

ま
す
。

　

結
果
は
、
金
賞
に
初
出

場
の

涼
輔
（
豊
浦
）
さ

ん
、銀
賞
に
谷
川
俊
也
（
長

門
）
さ
ん
、
銅
賞
に
吉
村

龍
彦
（
長
門
）
さ
ん
と
な

り
ま
し
た
。

　

９
月
22
日
～
24
日
に
長

野
県
で
開
催
さ
れ
る
第
31

回
全
建
総
連
全
国
青
年
技

能
競
技
大
会
に
は
、
上
位

２
人
が
挑
む
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
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朝
５
時
、
風
に
巻
き
上

が
る
ガ
ス
の
中
か
ら
大
槍

の
穂
先
が
見
え
て
き
た
。

登
山
者
達
か
ら
一
斉
に
歓

声
が
あ
が
る
！
「
山
に
登

る
者
な
ら
、
誰
で
も
一
度

　

建
設
山
口
は
６
月
に
結

成
50
周
年
を
迎
え
、
記
念

と
し
て
行
わ
れ
た
「
50
周

年
記
念
大
抽
選
会
」
に

２
０
０
８
人
の
方
か
ら
ご

応
募
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

景
品
は
、
①
50
周
年
記

念
賞
12
人
（
金
賞
：
商
品

券
５
万
円
分
、
銀
賞
：
商

品
券
３
万
円
分
、
銅
賞
：

商
品
券
２
万
円
分
、
特
別

賞
：
商
品
券
１
万
円
分
）

②
各
支
部
組
合
賞
38
人

（
地
元
特
産
品
等
）
③
Ｗ

チ
ャ
ン
ス
50
人
（
各
賞
に

外
れ
た
方
：
ク
オ
カ
ー
ド

千
円
分
）。

　

抽
選
は
、
50
周
年
記
念

賞
を
６
月
28
日
の
建
設
山

口
第
50
回
定
期
大
会
、
各

支
部
組
合
賞
は
５
月
26
日

の
執
行
委
員
会
、
Ｗ
チ
ャ

ン
ス
は
７
月
２
日
の
執
行

委
員
会
で
行
い
ま
し
た
。

　

見
事
に
各
賞
に
ご
当
選

さ
れ
た
方
は
、
下
表
の
と

お
り
で
す
。
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

支部 平成 27年８月末
建設山口組合員数

４月から
の増減数

阿　東 84 − 4
阿　武 22 − 8
岩　国 1,612 35
宇　部 1,615 25
小野田 551 15
吉　南 926 1
下　松 883 61
熊毛南 258 − 4
下　関 1,324 − 11
徳　山 731 12
豊　浦 170 6
長　門 204 − 3

萩 188 3
光 240 5

防　府 848 − 1
見　島 3 0
美　祢 183 3
山　口 1,033 25
柳　井 403 12
計 11,278人 172

る
。
岩
場
は
登
り
よ
り
下

り
が
難
し
い
、
親
父
を
ザ

イ
ル
で
確
保
し
安
全
な
地

点
ま
で
降
ろ
す
。

　

槍
ヶ
岳
を
後
に
、３
０
０
０

ｍ
以
上
の
峰
を
３
座
歩
く

計
画
で
ゆ
っ
く
り
で
き
な

い
。
大
喰
岳
か
ら
中
岳
へ

着
く
と
山
頂
近
く
の
雪
解

は
登
り
た
い
槍
ヶ
岳

（
３
１
８
０
ｍ
）」の
頂
上
だ
。

　

天
を
突
く
槍
の
穂
先
は

孤
高
の
美
し
さ
を
抱
く
。

さ
あ
、
槍
の
頂
上
め
ざ
し

て
出
発
だ
、
槍
ヶ
岳
基
部

の
岩
塊
を
ト
ラ
バ
ー
ス
し

槍
の
肩
に
到
着
、
こ
こ
か

ら
岩
登
り
30
分
で
頂
上
。

要
所
に
は
ハ
シ
ゴ
、
鎖
が

架
け
ら
れ
て
い
る
が
、

中
々
の
ス
リ
ル
が
楽
し
め

る
。
ザ
イ
ル
を
首
に
掛
け

安
全
確
保
の
準
備
を
し
て

よ
じ
登
り
、
全
員
狭
い
頂

に
立
つ
と
北
西
側
に
ブ

ロ
ッ
ケ
ン
現
象
が
現
れ
、

神
秘
的
な
時
間
を
体
験
す

満足気な表情の子供たち

槍ヶ岳 3180m頂上にて

け
水
が
流
れ
て
い
た
。
こ

こ
で
飲
ん
だ
水
割
り
ウ
イ

ス
キ
ー
は
格
別
だ
っ
た
。

　

南
岳
手
前
の
天
狗
池
へ

下
る
分
岐
で
東
京
の
夫
婦

に
手
を
振
り
別
れ
を
惜
し

む
。
南
岳
で
ラ
ー
メ
ン
を

炊
き
昼
食
、
気
圧
の
関
係

で
多
少
硬
い
が
美
味
し
く

久光　義秋（光・大工 65）

親父と登った
　槍ヶ岳

い
た
だ
く
。
北
穂
高
岳
の

岩
峰
が
手
招
き
し
て
い
る

が
、
こ
の
先
の
大
キ
レ
ッ

ト
は
リ
ス
ク
が
高
す
ぎ
る
。

　

予
定
し
た
エ
ス
ケ
ー
プ

ル
ー
ト
で
１
０
５
０
ｍ
下

の
「
槍
平
小
屋
」
へ
向
か

う
。
こ
の
ル
ー
ト
は
利
用

者
が
少
な
く
雪
渓
も
多
い
。

ル
ー
ト
を
外
す
と
遭
難
の

恐
れ
が
あ
り
、
気
を
遣
う

下
山
路
だ
。
途
中
幾
つ
も

の
残
雪
溜
ま
り
の
上
を
慎

重
に
歩
き
、
３
時
間
半
で

目
的
地
の
小
屋
に
着
く
、

標
高
２
０
０
０
ｍ
！
親
父

と
娘
は
高
山
病
か
ら
解
放

さ
れ
、
よ
く
食
べ
よ
く
飲

ん
だ
。
３
泊
４
日
の
山
行

も
何
と
か
無
事
に
最
終
小

屋
ま
で
踏
破
。
親
父
72
歳
、

娘
13
歳
の
夏
。

未加入者を
組合に

ただいま拡大月間中

食
欲
の
秋

体
に
良
い
も
の
を

　
　

豊
浦　

藤
永　

勝
夫

（
大　

工
）

　

夏
も
終
わ
り
、
食
欲
の

秋
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

旬
の
野
菜
や
果
物
、
そ
し

て
サ
ン
マ
な
ど
体
に
良
い

も
の
を
食
べ
よ
う
と
心
が

け
て
い
ま
す
。

　【
下
関
・
岩
川
哲
一
（
大

工・59
）】
８
月
30
日
（
日
）

下
関
市
の
漁
港
で
行
わ
れ

た
第
４
回
カ
ッ
タ
ー
レ
ー

ス
の
イ
ベ
ン
ト
に
支
部
役

家
庭
菜
園
デ
ビ
ュ
ー

収
穫
の
と
き
嬉
し
い

萩　

白
神　

静
香

　
　
　
　
　
　
（
主　

婦
） 

　

昨
年
結
婚
し
、
今
年
家

庭
菜
園
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
し

た
。
育
て
た
野
菜
を
収
穫

す
る
時
、
嬉
し
い
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
す
。

白　
井　
達　
也
さん

（
プ
レ
ハ
ブ
仮
設
工

防
府
・
51
）

　

人
生
で
こ
の
よ
う
な

賞
を
も
ら
っ
た
の
は
初

め
て
で
、
と
て
も
う
れ

し
く
思
い
ま
す
。
組
合

お
よ
び
組
合
活
動
に
尽

力
さ
れ
て
い
る
方
々

に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

建
設
山
口
の
組
合
員
数

は
、
平
成
27
年
８
月
末
現

在
、
１
万
１
２
７
８
人
で

す
。
組
合
員
の
皆
さ
ん
の

組
織
拡
大
へ
の
ご
協
力
に

よ
り
、
今
年
４
月
か
ら
８

月
ま
で
の
５
ヶ
月
間
、
増

加
を
続
け
て
い
ま
す
。
昨

年
度
の
同
期
間
と
比
べ
て

み
る
と
、
加
入
者
が
70
人

増
、
脱
退
者
が
19
人
減
と

な
り
ま
し
た
。

　

建
設
山
口
で
は
、
毎
年

９
月
か
ら
11
月
の
３
ヶ
月

間
を
「
秋
の
組
織
拡
大
推

進
月
間
」
と
位
置
づ
け
、

特
に
力
を
入
れ
て
運
動
に

取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
今
年
度
は
月
間
中

に
各
支
部
組
織
活
動
者
会

議
を
開
催
し
、
全
体
の
意

思
統
一
を
図
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
組
合
に
入
っ

て
い
る
理
由
こ
そ
が
、
組

合
加
入
の
メ
リ
ッ
ト
で

す
。
現
場
等
に
お
い
て
、

ま
だ
組
合
に
入
っ
て
い
な

い
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
ら
、
そ
の
メ
リ
ッ
ト

を
お
話
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
、
１
人
で
も
多
く

の
方
を
組
合
に
迎
え
入
れ

ま
し
ょ
う
。

　

今
後
と
も
組
織
拡
大
へ

の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

夏
休
み
木
工
教
室

　
　
　

輝
く
子
供
た
ち
の
顔

建設山口50周年記念大抽選会

当選者決まる

員
、
主
婦
の
会
、
事
務
局

が
参
加
し
、
下
関
教
育
委

員
会
と
合
同
で
「
夏
休
み

木
工
教
室
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

普
段
の
仕
事
で
出
た
木

切
れ
や
タ
イ
ル
の
残
り
、

畳
表
の
端
切
れ
等
を
持
ち

寄
り
、
子
供
達
に
“
自
由

な
発
想
”
で
思
い
思
い
の

工
作
を
行
っ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
花
瓶
敷
き
に
な
り

そ
う
な
ミ
ニ
畳
、タ
イ
ル
を

使
っ
て
モ
ザ
イ
ク
ア
ー
ト
、

鳥
の
巣
箱
や
小
物
入
れ
の

箱
、
椅
子
や
ミ
ニ
テ
ー
ブ

ル
な
ど
、色
々
な
も
の
が

出
来
上
が
り
ま
し
た
。

　

開
始
の
午
前
10
時
か
ら

終
了
の
午
後
３
時
ま
で
途

切
れ
る
こ
と
な
く
行
列
が

で
き
、
子
供
達
や
ご
両
親
、

イ
ベ
ン
ト
の
主
催
者
に
も

大
好
評
で
し
た
。
吉
見
小

学
校
の
校
長
先
生
も
会
場

に
来
ら
れ
「
学
校
で
は
教

え
る
こ
と
の
で
き
な
い
道

具
の
使
い
方
な
ど
を
教
え

て
も
ら
い
感
謝
し
て
い
ま

す
」
と
喜
ん
で
お
ら
れ
ま

し
た
。

　

釘
を
打
っ
た
り
タ
イ
ル

を
並
べ
た
り
、
出
来
上

が
っ
た
作
品
を
自
慢
げ
に

持
っ
た
そ
の
子
供
達
の
顔

は
み
な
輝
い
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
を
機
に
物
作
り
に
興

味
を
持
ち
、
将
来
ク
リ
エ

イ
タ
ー
の
道
を
歩
む
者
が

出
て
く
れ
る
と
い
い
な
と

思
い
ま
し
た
。

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
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_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_______________________________________________

②

金
賞
授
賞

喜
び
の
声

見
事
に
金
賞
当
選

下関
　支部

組織部長
来島 正利

担当 
支部 景品（商品名） 当選者氏名

阿　東 あとう米10㌔とりんご５キロセット 清水　逸生 （光）
吉森　一義 （山口）

阿　武 澄川酒蔵  東洋美人（清酒） 日田内 孝志 （下関）
須佐　唐津焼 小林　晴美 （徳山）

岩　国 銘酒（獺祭）　　　　　　　　　　　 中田　英伸 （防府）
高松　忠孝 （徳山）

宇　部 宇部蒲詰合せ 田中　和夫 （防府）
大西　淑代 （岩国)

小野田 お菓子詰合せ（せめんだる） 濱﨑　隆将 （下松）
清酒（男山） 松永　利雄 （下関）

吉　南 車エビ 長井　　清 （宇部）
椋木　貴志 （宇部）

下　松 朝日屋ハム・ソーセージ（ＤＬＧ受賞）セット 矢野　好行 （徳山）
下松の特産品詰合せ 岡﨑　龍三 （吉南）

熊毛南 田布施の特産品詰合せ 山本　　勸 （阿東）
平生の特産品詰合せ 浅野　直義 （豊浦）

下　関 ふぐセット 中尾　健一 （宇部）
山本　吉清 （小野田）

徳　山 鹿野ファームハムと 木川　憲詞 （豊浦）
　　　　徳山巨峰ワインのセット 大上　賢次 （徳山）

豊　浦 さざえうに漬（大瓶）２本入 重田兼一郎 （徳山）
佐鹿　新一 （宇部）

長　門 大和蒲鉾詰合せセット 角村　雄三 （宇部）
三谷　彰宏 （山口）

萩 見蘭牛 松尾　敬次 （宇部）
井町　健一 （徳山）

光 海産物詰合せセット 関永　嚴夫 （光）
河村　久司 （萩）

防　府 白銀・地酒詰合せ 中杉　孝二 （小野田）
中谷　敦史 （防府）

美　祢 秋芳なし 白井　　徹 （防府）
山本　榮一 （防府）

見　島 さざえ５キロ 藤井　俊幸 （宇部）
島中　郁夫 （岩国）

山　口 仁保の桃 古屋　達夫 （防府）
大内人形（大内塗） 小方　賢治 （下関）

柳　井 神田味噌８キロ樽 堀　　泰明 （萩）
小原　好美 （吉南）

各支部組合賞

当選者氏名 所属 
支部

金賞 白井　達也 防府

銀賞 西木　良実 下松

銅賞

廣重　信義 吉南

松本　慎悟 下松

特別賞

森田　郁男 宇部

畑部　智道 吉南

弘中　敏夫 下関

廣石　邦生 徳山

飯野　太郎 光

吉本　和広 防府

永田　　純 山口

川﨑　菊江 柳井

50 周年記念賞
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美祢　杉山　浩二
（大工・43）

やま
ぐち

10人にクオカード

　

８
月
末
か
ら
、
機
関

紙「
や
ま
ぐ
ち
」を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
見
る
こ
と

が
出
来
る
よ
う
に
な
り チ

ャ
レ
ン
ジ
精
神

機
関
紙
を
Ｈ
Ｐ
で

杉山さん

住所：山陽小野田市埴生 29-1
営業時間：11：00 ～ 21：00（OS 20：30）
TEL：0836-76-2620  定休日：火曜日
☆火曜日が祝日の場合、翌日が休業日

ま
し
た
。

　

今
後
も
機
関
紙「
や
ま

ぐ
ち
」
発
行
後
１
ヶ
月
を

目
処
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

ア
ッ
プ
し
て
い
き
ま
す
。

こ
ち
ら
の
チ
ェ
ッ
ク
も

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〈
解
き
方
〉
カ
ギ
を
ヒ
ン

ト
に
□
を
う
め
、
Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｄ
Ｅ
の
順
に
並
べ
変

え
て
く
だ
さ
い
。

―
ヨ
コ
の
カ
ギ
―

①
夏
と
秋
の
間
の
季
節
。

英
語
で
オ
ー
タ
ム
。

③
信
号
機
を
英
語
で
言

う
と
？

⑥
中
国
の
正
式
名
称
は
、

中
華
○
○
○
○
共
和
国
。

⑧
「
太
公
望
」
は
何
を
す

る
人
？

⑨
う
す
ぎ
た
な
い
の
反

対
語
。

⑪
鰯
の
読
み
方
は
？

⑬
陽
気
で
は
な
く
、
暗
い

感
じ
の
人
。

⑰
女
王
卑
弥
呼
が
お
さ

め
た
国
は
？

⑳
4
年
前
に
山
口
で
も

開
催
。
国
民
体
育
大

会
の
略
語
。

�
適
切
な
診
療
能
力
や
治

療
能
力
を
持
た
な
い

医
師
。
○
○
医
者
。

―
タ
テ
の
カ
ギ
―

①
食
べ
物
が
舌
に
あ
た

え
る
感
じ
。
風
味
。

②
○
○
、
銀
、
銅
。
○
メ

ダ
ル
。

③
真
実
と
、
い
つ
わ
り
。

「
○
○
○
の
ほ
ど
は
わ

か
ら
な
い
」。

④
印
判
を
押
す
こ
と
。「
押

な
つ
」
と
も
い
う
。

⑤
紫
か
か
っ
た
青
の
こ

と
。
○
○
色
。

⑦
祭
り
の
と
き
に
か
つ

ぐ
も
の
。

⑩
○
○
で
は
じ
ま
り
、
○

○
で
お
わ
る
。

⑫
ド
ラ
マ
で
主
役
を
助

け
る
役
。

⑭
全
身
の
一
部
、
○
○
○

○
麻
酔
。

⑯
演
劇
や
音
楽
な
ど
を

行
う
た
め
に
設
け
ら

れ
た
場
所
。

⑱
今
回
で
は
な
く
別
の

こ
と
。「
○
○
の
機
会

に
」。

⑲
小
さ
く
て
簡
単
に

造
っ
た
家
。

◆
◆
◆　

◆
◆
◆

　

答
え
を
ハ
ガ
キ
に
書

い
て
10
月
20
日
（
当
日
消

印
有
効
）
ま
で
に
「
や
ま

ぐ
ち
パ
ズ
ル
係
」
に
送
っ

て
く
だ
さ
い
。
10
人
の
方

に
ク
オ
カ
ー
ド
を
差
し

上
げ
ま
す
。

　

解
答
の
ハ
ガ
キ
に
は
、

住
所
、
氏
名
、
職
種
、
支

部
名
、
年
齢
の
ほ
か
、
あ

な
た
の
仕
事
や
生
活
の

こ
と
な
ど
短
い
文
章
を

書
き
添
え
て
く
だ
さ
い
。

人
気
メ
ニ
ュ
ー
は

　
　  『
焼
き
カ
レ
ー
』

　

愛
車
、
愛
妻
、
愛
娘
、

愛
犬
・
・
・
。
人
そ
れ
ぞ

れ
に
「
愛
○
」
の
○
に
は

色
々
な
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
と
思
い
ま
す
。
組
合
員

の
皆
さ
ん
、「
愛
○
」
の

○
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
、
そ
れ
に
ま
つ
わ

る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
建
設
山

口
教
育
宣
伝
部
ま
で
送
付

し
て
く
だ
さ
い
。
投
稿
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

愛
○
の
原
稿
募
集

　平成20年にスタートした組織内共済（500円玉共済）は、現在
16 支部が取り組んでいます。この間、本部・支部には多くの喜
びの声が届いています。
　給付の種類は傷病見舞金（入院・通院）、死亡見舞金（本人、
家族）、出生祝金、結婚祝金、小・中学校入学祝金、長寿祝金が
あります。

　この共済は、「組合員同士の助け合い」を原点にスタートした
もので、今後組合の大きな柱として期待できるものです。
　給付対象の方がおられましたら、申請書類は所属の支部にあ
りますので、手続きを忘れないよう、お願いいたします。
　なお、組織内共済制度についての詳細につきましては、本部
又は所属の支部までお問い合せをお願いいたします。

組織内共済
手続きを忘れずに
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人気の焼きカレー

ポテト

　

な
お
、「
仲
間
の
声
」

掲
載
文
に
も
ク
オ
カ
ー

ド
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
声
を
で
き

る
だ
け
紙
面
に
反
映
さ

せ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　

◇
268
号
解
答
◇

　

ナ
ガ
レ
ボ
シ

〈
当
選
者
〉【
小
野
田
】
福

田
清【
下
松
】若
狭
勲【
下

関
】
北
村
浩
二
・
小
山
美

枝
【
熊
毛
南
】
大
峯
綾
・

花
岡
修
治
【
豊
浦
】
木
村

良
太
【
萩
】
山
縣
由
紀
江

【
光
】
飯
野
太
郎
【
山
口
】

古
田
映
子（

応
募
総
数
38
）

　去年の８月、僕
は父になりました。
仕事から帰り、一緒に
過ごすのが楽しみな一時
です。最近では、歩きはじめ子
供の成長は早いものだと実感し
ています。子育てに関しては初
めての経験ばかりで、二人で勉
強しながら子育てをする毎日
です。
　仕事では現在建築士を目指して
勉強中です。勉強していく中で、
テキストで見た内容を現場で実際
に取り組むこともあります。
　また、現場でやっていたこと

が、こういう意味
だったのかと再認識

することもたくさんあ
ります。知識と経験が両

方そろってこそ一人前になれる
のかなと思います。
　仕事も子育ても、はじめて経
験することはたくさんあります
し、そのたびに不安に思うこと
もたくさんあります。周りの人
の意見も聞き、自分には何がで
きるか考えながら、仕事も子育
ても一人前になれるよう、チャ
レンジ精神で取り組んでいきた
いと思います。

　
【
小
野
田
・
河
村
雅
伸

（
設
計
59
）】「
ポ
テ
ト
」

は
、
貝
汁
で
有
名
な
国

道
１
９
０
号
線
（
旧
２

号
線
）
沿
い
の
「
み
ち

し
お
」
か
ら
下
関
側
へ
少

し
進
ん
だ
と
こ
ろ
に
あ
り
、

２
号
線
バ
イ
パ
ス
の
コ
ン

ビ
ニ
・
ロ
ー
ソ
ン
の
横
か

ら
も
入
れ
ま
す
。

　

旧
小
野
田
市
の
マ
ッ
ク

ス
バ
リ
ュ
ー
前
で
５
年
間

営
業
し
た
後
、
こ
ち
ら
へ

移
転
し
て
き
て
12
年
に
な

る
お
店
は
、
緑
色
を
基
調

に
し
て
花
や
小
物
が
飾
ら

れ
た
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰

囲
気
で
、
気
軽
に
本
格
的

料
理
が
食
べ
ら
れ
る
こ
と

で
幅
広
い
年
齢
層
に
人
気

の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
す
。

　

人
気
メ
ニ
ュ
ー
は
「
焼

き
カ
レ
ー
」（
８
５
０
円
）

と
「
ハ
ン
バ
ー
グ
」

（
９
８
０
円
）。
じ
っ
く
り

と
煮
込
ま
れ
た
カ
レ
ー
に

卵
と
チ
ー
ズ
を
載
せ
オ
ー

ブ
ン
で
こ
ん
が
り
と
焼
き

上
げ
ら
れ
た
「
焼
き
カ

レ
ー
」
は
、ふ
た
を
開
け
る

と
湯
気
と
と
も
に
ス
パ
イ

シ
ー
な
香
り
が
一
気
に
広

が
り
食
欲
を
誘
い
ま
す
。

少
し
辛
め
カ
レ
ー
で
す
が
、

た
っ
ぷ
り
の
チ
ー
ズ
と
半

熟
卵
を
ま
ぜ
れ
ば
、
ま
ろ

や
か
に
な
っ
て
と
て
も
美

味
し
く
な
り
ま
す
。

　

パ
ス
タ
、ピ
ザ
、オ
ム
ラ

イ
ス
な
ど
種
類
も
豊
富
で
、

ス
ー
プ
・
サ
ラ
ダ
・
パ
ン
と

ド
リ
ン
ク・
手
作
り
ケ
ー
キ

を
組
み
合
わ
せ
た
コ
ー
ス

セ
ッ
ト（
９
８
０
円
）に
す

れ
ば
、
お
手
軽
に
コ
ー
ス

料
理
を
味
わ
え
ま
す
。


